Black Vienna
エキサイティングな戦後のウィーンを舞台にした犯人追跡ゲームです。

3～6人 10歳以上

Author: Gilbert Obermair

Translation: Joe Huber

components:

27 裏が赤い人物カード（その人物のイニシャルが書かれたカード）

36 裏が黒い捜査カード(３人のイニシャルが書かれているカード)

40 チップ

1   捜査パッド(27行は人物カード、８カラムは参加者に対応)

ゲームの目的と概略

３つのカードを選び、そばに置いておく。彼らは犯罪組織"Black Vienna"の一味であり、彼らの犯罪が戦後のウィーンを悩ましている。

各プレイヤーには何枚かカードが裏向きに配られる。その結果、各プレイヤーは、ある人たちは犯罪組織に属していないことがわかる。各プレイヤーは尋ねられたら、これらの人にアリバイを与えなければならない。

プレイヤーは今や、推理を働かせ、他人がどのカードを持っているのかを見つけ出さなければならない。

先に見つけ出した人が、犯人を公開します。

ゲームの手順
1.準備
１人がディーラーになる。36枚の黒いカードをシャフルし、均等に３つの山に分けてテーブルの中心に置き、各山の一番上のカードを表向きにする。これら３つのカードは通常の捜査で３つの可能性があることを示している。

40個のチップは３つの山のそばのテーブルの中央に置かれる。各プレイヤーは捜査の結果を記す捜査シートを受け取る。全員は自分のシートの各カラムに全員の名前を書きます。

カードを配る
ディーラーは２７人のカードをシャフルし、右隣の人がカットする。

始めにディーラーは上３枚をそばに置く。これらが犯罪組織のメンバーです。

それから彼は残りのカードを裏向きに左隣から順番に配る。３人プレイなら８枚、４人なら６枚、６人なら４枚です。５人プレイの時は、ディーラーが４枚で残りが５枚です。

各プレイヤーは手札に秘密情報を持っている。彼らはその人物が犯罪組織に関係ないことを知っている。

もし他人に尋ねられたら、彼らにアリバイを教えなければならない。

各プレイヤーは自分のシートに自分の所有するカードには、+マークを、他人が所有するカードには-マークをつける。皆はこのシートを隠しておく。

（訳者注：マークの仕方は任意です。各自の好きな方法でチェックすれば良いでしょう。）
3.捜査と回答

ディーラーは捜査を開始する。彼は３枚の表向きの山札から１枚取り、誰かの前に置く。

指されたプレイヤーは、このカードに示された容疑者の１名以上のアリバイを教えなければならない。

指された人は、自分が所有するする該当者１名毎にそのカードの上にチップを置く。つまり、誰も持っていない場合はチップを置かない。

もし、カードがBLMで、自分がBしか持っていない場合は、1枚チップを置く。

チップが０～３枚乗った捜査カードは、インタビューされた人の前に残り、その人が次の質問を行う。

そのようにしてゲームは続く。質問された人が常に次の質問を行う。

4.特別捜査
各プレイヤーが最低一度は質問され、少なくとも６枚のカードがプレイされたら、特別捜査を行なっても良い。質問された人は、他人の前にあるチップの乗っていないカードと普通に引いてきた捜査カードの両方を自分の選んだプレイヤーの前におきます。

その人は、それぞれのカードについて回答しなければならない。

5.推理
各プレイヤーはシートに捜査記録をコンスタントにつけていきます。+や-で印していくのが良いでしょう。推理の目的は、他人が持っているカードを見つけ出すことです。

なぜなら、誰が何を持っているかを最初に知った人が真実を知ることになるからです。

(もちろん、犯人がわかれば、誰が何のカードを持っているかを知る必要は無い)

6.告発
犯人がわかった人は、テーブルをノックして、"Black Vienna"と叫ぶ。

各プレイヤーは、自分が直近の捜査に関与しているかどうかにかかわらず、いつでも行うことができる。

その時点でゲームは中断する。告発者は、犯人を公表して、カードを見てあっているかどうか確認する。

もし失敗したらゲームは続く。間違った宣言をした人のプレイは続けられるが、もう宣言はできない。このゲームのスコアは０点です。

7.ゲームの終了
成功したらゲームは終了する。成功した人はテーブルに残ったチップ毎３点が得点になる。

告発しなかったプレイヤーでも、正解していた場合はチップ毎１点獲得する。

8.告発の失敗
もし、一人を残して全員が告発に失敗した時はゲームは打ち切りとなる。

残ったプレイヤーはその時点で、必ず告発しなければならない。

もし正しければチップ毎１点、間違えたら０点です。

残りチップが３枚以下になってもゲームは打ち切りで全員０点です。

バリエーション

１）チップのルールを撤廃する。単純に３人当てれば良く、時間制限も行わない。チップが無くなったら適当にコインででも行う。このほうがあてずっぽうな推理をなくせて良い。

訳者注：私もこのルールの方が良いと思います。
２）告発に失敗したプレイヤーについての扱いです。

告発に失敗したプレイヤーが、質問を行うのは公平性に欠けるため、回答するのみとする。

もし、誰かが告発に失敗した人に質問をした時は、次の質問者を何らかの方法で決める。（フリークエスチョンと呼ぶ）今後、このような状況が起こったら、前回のフリークエスチョンを行った人から右隣に質問者が移動していく。









